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一
表 紙 の 説 明

―

新年号 もコンピューターグラフィック (C

G)で描いた作品です。

今 までCGで は、グラデーションの表現が、

難 しかったのですが、今回はそのグラデーシ

ョンをモチーフに、人間の中に混在する、コ

スモスとカオスを無限の可能性 として取 らま

え表現 しました。

秩序ある行動は、調和 を窮極の形で記号化

された円の重列のもとに配 し、不定形で乱舞

する模様はエキサイティングな思想の動揺 を

表 しています。

宇宙 と云 う枠組の中で自分達が勝手気 まま

に定めた人間達の姿の様子 を描 きました。

新 しい年 を迎 えて、希望 を持 って一段 と飛

躍出来る様なイメージに受け取って頂ければ

幸いです。

(CG制作 :濱崎修平 `県研究参与 )
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交通案 内

●」R線ご利用の場合

東海道本線草津駅下車

市産バス「トレセン行(東宝ランド経由)」 及び

六地蔵行北の山下車徒歩 …約 3分

草津駅前からタクシー ………………………… 約15分

●自家用車ど利用の場合

名神高速道路・粟東インターチエンジより̂  … 約 5分
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カラー画像処理を用いたプリント基板検査の

自動化に関する研究

カメラおよび試料テーブルの制御と良品基板のティーテング方法について

滋賀県工業技術センター技術第 1科 :櫻井  淳 河村安太郎 井上 嘉明

立命館大学理工学部       :渡 部  透

あらまし:目視検査の自動化を実現するための基礎的研究として、本研究では、カラー画像処理を応用

して、プリント基板検査を自動化する方法を研究しています。今回は、カメラのズーミングお

よび試料テーブルを制御することにより、検査に用いる良品基板の部品情報の教示を容易に行

えるシステムの開発を試みました。カメラのズーミングおよび試料テーブルをパソコンで制御―

することにより、プリント基板上の任意の位置の画像をより明確にメモリーに取り込むことが

可能になり、また、マウス操作によリー連に部品情報をパソコンに人力することができました。

I。  ま  え んヾ  き

生産工程における多くの作業がロボッ ト導

入などにより自動化されてきた中で、検査工

程における自動化は立ち遅れ、夕くの作業が

依然人間の祝覚に頼っている現状にあります。

しかし、現在のように、製品が複雑、高度

化 し、生産速度が上昇する中で、従事者の目

視による検査では対応できなくなってきてい

ます。

本研究では、この様な検査工程の自動化 を

実現する検討の第一段階 として、プ リント基

板上の部品検査 を取 り上げました。前回まで

に、プ リン ト基板画像から、日標の ICお よ

びコンデンサの部品領域 を抽出する手法、 I

Cの実装方法の判別法、さらに、自動検査の

ための部品の基準情報の登録法などにつ▼:ヽ て

検討 を行ってきました。

今回は、カメラのズー ミングおよび試料テ

ーブルといった周辺ハー ドウェアをパソコン

により制御することにより、マウスにより指

示された検査位置の画像 を、テーブルの移動

およびカメラのズーム調節 を行 うことによっ

て、より詳細に入力できるようにし、部品情

報の登録 をマウスを使 って簡易に行えるよう

にしました。
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図 1.画像入力装置構成図



2.カ メラのズー ミング制御装置の試作

カメラのズー ミングをパソコンにより制御

できるようにするため、ズームレンズの側面

にロータリーエンコーダーを取 り付け、ズー

ム機構の回転位置 を読み取 ることによリズー

ミング調節 を4子 えるようにしました。 また、

ズーム機構の回転量 をエンコーダの約 1回転

の回転量 として伝 えるため、 レンズ側面に、

歯車 を取 り付けました。写真(1)に 、その構成

を示 し、図 2に 、ズーム機構制御用インター

フェイス回路の構成 を示 します。この制御回

路は、閉ループで構成されており、回転位置

が指令値 と一致するまで、スピー ド制御によ

リモーターを駆動 させる構造になっています。

実験の結果、増幅およびリミッ ト回路 を追

加することにより、回転指令値に対 して、正

確かつ高速にパームレンズをコントロールす

ることが可台ヒでした。

D//A
ボー ド

PIO
ボー ド

3.試料テーブル制御装置の言式作

基板上の任意の位置を拡大 して入力するた

めには、先ず、その位置 を正確 にカメラの下

に移動させなければなりません。そのため、

XYテ ープルを用いて、パソコンにより試料

テーブルを自由に移動させることができる装

写真(1)ズ ーム機構の回転位置読み取 り装置

比較部

増幅
リミット言る

力日算吉悟
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図 2.ズーム機構制御用インターフェイス回路の構成
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エ ンコーダ

置 を試作 しました。

試料テーブルの移動の間にもパソコンでは

常時データ処理ができるように、テーブルの

制御には、専用の 1ボ ー ドマイコンを用いま

した。

パソコンからX軸 、Y軸の移動指令値 を与

D/A
変換部

２
進
信
号
変
換
部
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図3.テーブル制御装置の構成

えると、テーブル制御用マイコンでは、現在   を行っています。図 3に 、その構成 を示 します。

位置 と比較 して移動方向および移動量 を計算    これらにより、モニターに写 し出される512

し、そのパルス量 をステッピングモーター駆    ×480画素の画像上で、マウスによリカーソル

動用 ドライバーに送 ることにより、テーブル   位置 を才旨示 し、その位置情報 を、 1ボ ー ドマ

を制御する構成になっています。        イコンに送 ることにより、試料テーブルを移

また、ステッピングモーターは、高速回転   動させ、カーソル位置の画像 をカメラの中心

時の駆動開始、停止時に起こる脱調 を防 ぐた   に移動 させるようにしています。

め、台形波制御によリスピー ドコン トロール

4.良品基板のティーチング

基板検査 を行 うためには、先ず良品基板の

部品情報 を登録 しておかなければなりません。

この装置では、マウスおよびキーボー ド入力

により、正 しく作 られたプ リン ト基板につい

て部品情報の抽出処理 を行ない、得 られた情

報 を後の検査での基準情報 として登録 します。

図 4に 、その教示手順 を示 します。

まず、電源投入後、カメラ倍率の初期設定

を行います。部品登録は、 IC、 コンデンサ、

抵抗のカラーコー ドの選択 を行ない。マウス

です旨示 した部品がTVカ メラの視野の中央に

来るよう、カメラのズーム機能 を使 ってそれ

ぞれ 1倍 、 2倍 、 8倍 に拡大 します。倍率変

更に伴い起こるカメラの中心点のずれは、各

倍率 ごとに補正値 を設定 しておき、それによ

リテーブルを微小移動 させ補正 します。更に、

マウス操作により、抽出すべ き部品の色をカ

ーソルで教示します。次に、部品が存在する

エリアを指示し、その中から教示色と同じ色

終了

IC、 コンデンサ、抵抗

蹴 t

YES

5

登録終了

登録部品表示

部品情報登録

図形復元

画素抽出

抽出工)ア設定

YES
抽出色教示色教示

8倍拡大2倍拡大1倍拡大

爛 立置設定

END

ズーム校正

START

図 4.良品基板の数示手順



を持つ画像 を抽出します。次に、この画像 を

基にし、部品の座標位置 と形状 と方向 を調べ

ます。抵抗については、カラーコー ド部以外

の色 を教示 し、この色の画素 を抽出し、その

画像からカラーコー ド領域 と色 を決定 します。

図 5は 、このようにして抽出された抵抗のカ

ラーコー ド部分および ICの画像 を示 してい

ます。図 6の数値は、カラーコー ドの色情報

の例です。この処理 をプ リン ト基板上の全て

の IC、 コンデンサ、抵抗について行い、得

られた各部品の位置、形状、方向、色に関す

る情報 を整理 して登録 し、検査時の基準デー

タとします。

5.む  す び

本文 においては、ヵラー画像 を用いてプ リ

ン ト基板上の部品検査の自動化 を行 うため、

検査に用いる良品基板の部品情報の教示方法

について検討 を行いました。

カメラのズー ミングおよび試料テーブルを

パソコンにより市怖 [す ることで、教示操作 を

マウスおよびキーボー ドによリー連に行 うこ

とができるシステムを作成 しました。 また、

入力倍率 を制御することにより、 IC、 コン

デンサ、抵抗等の小さな部品の情報 を以前よ

り正確 に取 り込むことが可能になりました。

今後は、この装置により取 り込んだ良品基

板の部品情報 を用い、テス ト基板の部品の自

動検査 を行 う機能 を追加 し、実際の基板につ

いて検査 を試みて行 く予定です。

謝 辞

本研究について御指導頂いた渡部透研究参

与 (立命館大学理工学部教授 )と 井上紘一研

究参与 (京都大学工学部教授 )に 感謝いたし

ます。

抵  抗

I  C

図 5。 画素抽出画像の例

抵抗の カラー コー ド
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図 6.抽出情報に基づ く図形の例



誌上ゼミナール

新 しいプラスチック材料

―
そ の ■

―

社会的ニーズ高まる分解性 プラステ ック他

今号では前回の一その I― 「形状記憶プラスチック」に引き続き、最近注目されてきま

した分解性プラスチックと導電性ポリマーについてとり上げます。

2.分解性プラスチック

分解′
陛プラスチック

プラスチックの特長の 1つ として物性的、

化学的安定性があげられます。軽 くて強 く加

工 しやす くしかも安 いと言うことで、今では

プラスチックなしの生活は考えられません。

しかしながらプラスチックを使 った後いざ捨

てるとなると、腐 らない、分解 しにくいとい

う点が逆にマイナスとなります。

廃プラスチックは海外でも大きな社会問題

となりつつあり、法律で規制 しようという動

きも広 まっています。米国では全廃棄物中に

占めるプラスチックの割合は重量では73%

ですが体積 では実 に31%に もなっています

(1989年 )。 表-2か らも分 りますように量的

に多いのはスーパーなどでのポリエチ レン製

の小売 り袋 と、フアース トフー ドレス トラン

での使い捨て容器です。分解 しにくい材料の

使用 を禁止する動 きに伴 って注目されてきて

いるのが分解性プラスチックです。

生分解性プラスチックと光分解性

プラスチック

分解性プラスチックには表-3に 示すよう

に生分解性 と光分解性の 2つ があります。前

者には樹脂自体が微生物によって分解 される

もの (後で詳 しく述べます)と 従来のプラス

チックにデンプンなどを添力日したものの 2種

表-2.プ ラスチックの分解性に関する法案 と市場規模

市  場 樹 脂 提出された法案

米国での販売量

(1986年 )

(1,000t)

清飲料水用運搬具   PE

おむつ・裏ばり PE

小売の持ち帰 り用袋  PE

米議会の法案 :非分解運搬具の禁止

全州に適用 (現11州実施 )

W.ヤ a州 :非分解ダイヤバー禁上
1988年 より実施

タリア1984年後半非分解バ ンヽク禁止
reg.州 :法案提出

メ{伊 'ン ヱ驚 通ヽ孔ミR晟基ご
~ド

O reg.州 :同製品を対象

N.」 .州 :非分解性 カー トン禁止

O reg.州 :プ ラスチックの分解′陛を要求

N.J.州 :分解性 を要求

使い拾ての食品用器

りFの カー トン

産業用コンテナー

血止め用医材

イ

Ｏ

　

Ｃ

レ
EP
PS

PS

PE

PE

‐h 842合  計
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誌上ゼミナール

類があります。 St. Lawrence Starch社

の疎水性処理 したデンプンを使 ったゴミ袋や

ボ トルが作 られています。また、一昨年 9月 に

は米議会において、コーンスターチを使 った

分解性プラスチックを行政 として選択するか

どうかの ヒヤ リングがおこなわれたそうです。

一方、光分解性プラスチックは、光エネル

ギーを取 り込みうる官能基 を高分子中に導入

または添加することにより光化学分解 を容易

におこさせようとするものです。用途 として

は農業用フィルムの他 ゴミ袋やケースがあり

ます。ポリエチ レンに一酸化炭素 を導入 した

エチ レン/カ ーボンモノオキシド樹脂は大手

米企業が生産 しており、ビールや ジュースの
、

ケースなどに使用されています。

最近注目されているものにカナグ・ トロン

ト大学の Gu ille t教 授の開発 した E`cOlyte〃

があります。これはビニルケ トン、一酸化炭

素系のコポリマー と考えられています。メー

カーであるEcO社 ではEcOlyteを 使 ったポリ

スチ レンコンパウンドの生産 を計画中であり、

将来は全ポリスチ レンの%～ %は この光分解

性プラスチックに置 き替わると考えています。

これらの樹脂はいずれも分子中にカルボエル

基 を有 しており、
‐これが紫外線 を吸収するこ

とにより切断され分解が進行 していきます。

これ以外に光感受性の添加物 を樹脂中に加 え

る方法 もありますが金属錯体の場合には分解

後の残留 を考慮する必要が あります。

微生物がつ くる生分解性プラスチック

木材などのように生物がつ くるものの大部

分は微生物によって分解 されます。従って生

物がつ くるもので今のプラスチックに似たよ

うなものができればそれは上分解性プラスチ

ックとなります。この種のものとしては英 I

CI社が10年程前に開発 した B`iopol″ が有

名です。これはプロピオン酸 を原料にしてバ

クテ リアの一種がつ くる3-ヒ ドロキシブチ

レー トと3-ヒ ドロキシバ リレー トの共重合

ポリエステルですが、熱可塑性 を有 し溶融成

形が可能です。生分解性の他生体適合性やガ

スバ リヤー性、圧電特性にも優れています。

ボ トルや食品用フィルムなどへの成形加工の

表-3.分 解プラステックの分類、開発機関、技術の特徴

バクテリアが3HO吉草酸のコモノマーを導
よる生産-lCI社 一一 人し、ヒドロキシブチレートバリレートを生

成

エチレンアクリル酸またはポ1,エチレン
フィルム中にデンプン添加

デンプ

St.Lawrence
Starch社 ―陥悪こを経

ン鯉して、ポリーと

トン系共重合体― Eco llastics社 一 ポリマー鎖中にケトンのカルボニル

基を分散

エチレン/一酸化炭素樹脂

{i琴 :亜

A mpaCet社 一 線状低密度ポリエチレンを使用

P hceton

ポリマー研究所 ――光活 4fヒ剤とプロオキンダントとの相互

作用でポリマー鎖を切断

Ibeamasters社 _紫外線吸収により合同イオンを放出して、

ポリマー鎖を壊す

添加剤システム
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誌上ゼミナール

開発 も進んでいますが、コス トの面でまだ実

用化 には至っていません。 ICI社 では年間

教 tの製造 をおこなっていますが、発酵 より

もポリエステルの抽出 。精製の方が難 しいと

のことです。 日本でも数社が B` ioporの用

途開発 を進めています。

国内でも微生物のつ くるポリエステルなど

の研究が進んでいます。東工大では ICI社
と同 じ菌 を使 って別のプラスチック、 3-ヒ

ドロキシブチ レー ト (3HB)と 4-ヒ ドロ

キシブチレー ト (4HB)の 共重合体の生産

に成功 しています。 3HBだ けではかなり硬

いプラスチックになりますが、培養条件 を変

えて4HBの 割合 を増や していくとゴム状に

なります。 4HBが 15%の 薄いフィルムを上

中に埋めてみたところ 2週間でほとんど分解

したそうです。

また、ごく最近では通産省工業技術院微生

物工業技術研究所で新 しいタイプの生分解性

のプラスチックが開発されました。これは前

述の微生物がつ くるものではな く人工的に合

成されるものですが、土中での分解性が良 く

しかも低密度ポリエチ レン並みの強度 と成形

性 を持 っています。製法は脂肪族 ポリエステ

キルとナイロンー12を 反応させエステルーア ミ

ド交換反応 をおこさせたものです。脂肪族 ポ

リエステルは微生物のもつ リパーゼやエステ

ラーでなどの酵素で分解されます し、また、

ナイロンも10量体以下なら生分解 されうるミ́

に注 目して設計されたものです。用途 として

は農業用フィルム、ゴルフの ピン、魚釣Ⅲり用

のハ リス、ファース トワー ド容器などが考え

られています。

ここではプラスチックの廃棄 という面から

生分解性プラスチック (腐 りやすいプラスチ

ック)に ついてみてきましたが、医療用材料

として研究されている生体内で分解吸収 され

る縫合糸なども生分解性のポリマーですので、

今後はこういった分野からも新 しい生分解性

プラスチックが開発されてい くことでしょう。

3.導電性ポリマー

導電性ポリマーとは

プラスチックと言えば絶縁物の代表のよう

に考えられますが中には導電性のポリマーも

あります。ここで導電性プラスチックとは言

わず導電性 ポリマーと呼んだのは、普通のプ

ラスチックのように成形加工できる本オ料が未

だ開発されていないからです。

最近問題になっている電磁波妨害(EMI)
に関連 して導電性プラスチックと言う言葉 も

よくみうけられますが、これらは金属の極細

繊維などの導電性物質 を樹脂に混合 したもの

です。ここではポリマー自身が導電性 を持つ

ものについて述べます。

現在導電性 ポリマー として知 られている主

なものを表-4に示 します。いずれもベ ンゼ

ン環や二重結合が共役 しておりこれらが電子

の移動 を担っていると考えられますが、導電

性の機構については現在解明が進められてい

るところです。

表-4.主 な導電性ポリマー

,

ポリアセチレン<CHiCH光〒
ポリパラフェニレンヽ〈豆〉浄
ポ リピロール

 爺

ポ リチ オフ ェン
o

ポリパラフェニレンピエレンー
(〈【二〉―CH=CH芳

ポリチエニレンピニ

Iン

ー
(〈

FF〉

―CH=CH)下

ポリアニリン 1き【DttNH斗

1977

1979

1979

1982

1982

1982

1984

この中でもポリアセチレンは単純な繰 り返

し構造からなっており、最 も研究が進んでい

ます。図-2に ポリアセチ レンの電気伝導度

の向上の経過 を示 しました。 ヨウ素などの ド

ー ピング、フィルムの延伸、重合方法の改良

などで飛躍的に向上 しています。

9



誌上ゼミナール

Ａ

Ｃ

_Hg
――Bi

Iっ Ⅲ

Iっ

As F5

g

新 Naarmann法

Naarmann

ェビタキシャル重

ポリアセチレン御戎

(Natta)

↓

|百二ピング
1法発見

綾野等粉末

ポリアセチレン

フィルムの
Iっ ドー ピング

oド ープ前
●ドープ後

が

だ

ガ

ぜ

∬

ぜ

だ

が

が

♂

ば

♂

が

が

♂

ぞ
ミ
と

も
盤
雌
巡
ば
腰

図-2

1960     1970    1980     1990

西歴 (年 )

ポ リアセチ レンの電気伝導度の変遷

最近では西独BASF社 のNaarman討こよる重

合方法や触媒 の改良 により 105 γcmと い

う3同 に,二 いftLIこ まで達 しています。 構造白勺に

欠陥のない理想的なポリアセチ レンの固有伝

導度は銅の 4倍 になるという報告 もあります。

ポリアセチ レンの問題 ミ́は安定性に劣るこ

とと、もう一つは不溶不融で賦形性がないこ

とです。これを解決する手段 としては、側鎖

にいろんな基 を導入して溶剤可溶性にする方

法 と、可溶性の中間体 を経て導電性 ポリマー

にする方法の 2つ が考えられます。後者の例

をポリフェニレンビニレンについて示 します。

導電性ポリマーの実用化f列

次に導電性 ポリマーを実用化 した事例 につ

いて紹介 しましょう。ポリピロールやポリア

ニ リンはその製造が比較的容易なことや安定

性に優れていることから既に利用されはじめ

ています (図 -3)。 ブリジス トンとセイコー

のグル_プ は導電性 ポリマーの一つであるポ

リアニ リンを正極材 に した新型の二次電池

(ポ リマー リチウム電池)を 開発 しました。

アニ リンを無機酸水溶液中に溶解 し、電解重

合すると正極上にポリアニ リン膜が形成され

ます。工業的生産において重合条件や重合後

の吸湿水分の除去法に工夫があったようです。

製品のボタン型電池の体積エネルギー密度は

12～ 24Wh/1で Ni― Cd二次電池の109Wh/1

に比べて低いですが、 ICカ ー ド用など小電

力・長時間用途 を狙っているそうです。

ポリピロールは安全性 と導電性に優れてお

り特に空気や湿度に強 く、電導性は約100強 m

で前出のポリアニ リンの教十倍 もあります。

山形県のコンデンサーメーカーでは日本カー

リッ トのポリピロール膜を使ったチップ型の

アル ミ団体電解 コンデンサーを開発 していま

す。樹脂モール ドができハ ング耐熱′
14に も優

れており、タンタル電解 コンデンサーの置き

換えが考えられています。

また、三菱電機ではこのポリピロール膜と

ポリチオフェン瞑の 2種類の導電性 ポリマー

を用いた電界効果形 トランジスター(FET)
の試作に成功 しています。

このように導電性 ポリマーの実用化は始 ま

ったばか りで今後解決すべ き点はいろいろ
与

りますが、耐久性や耐環境性の問題 を克服 し

て実用段階に入ってきた意義は大 きいと言え

ます。また、最近では光学素子や電子材料な

どへの利用、更には超伝導材料 としての研究

もおこなわれてきており今後の進歩が期待さ

れます。

▲

■

XCHと H(豆》C
R2S OH

Hッ X―
一 OC伊~摯光

R//Sく R

|

一
争(§)―

CH=CH■

水イ合性
中間休

導電性

ポリフェニ レンビニ レン
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セパレータ

正 極 材

負 極 材

電 解 液

ポリアニ リン

Li― Al

プロピレンカーポネー ト

12ジ メトキシェタン

LiB F4

ポリプロピレシ

(半鞠体)

ab令 令

〃スケット

(a)ポ リマーLi二 次電池

導電性高分子

(ポ リピロール
)

脚 冷

Agペース
cペースト ●代LOl)

(b)チ ップ4!ア ルミ回体電解

(ツース〕 ドレイン)

陽極体
(Al)

SiO

陽極端子

に)導電性高分子複合険FET素 子コ ンデ ンサ ー

図-3,導 電性ポ リマーの実用化例
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異業種交流おおいに盛 り上がる

一近畿ブロック技術・市場交流プラザ滋賀大会一

びわ湖の湖畔で、ロマ ンと情熱を持 って、

より多くの人との出会いを/の キャッチフレー

ズで、去る元年 10月 20日 ④に大津市内の琵琶

湖ホテルで滋賀大会を開催 しました。

これは、近畿地域の異業種交流グループ参加

企業等が集い、おおいに交流を深めるとともに、

融合化への道 を探ろうと企画 したものです。

県内関係者170名 、県外200名 の約370名 の参

加者があり、発表会、誌演会、分科会に熱′心

に耳 をかたむけるとともに、 ミシガン1合上で

の交流パーティーもおおいに盛 り上がり、交

流 も深めることができ、今後の融合化に向け、

成果の大 きい大会 となりました。

この大会のプログラム、話題、スナップを

紙上でご紹介 します。

なお、今後 も県や各種団体等では、技術・

市場交流プラザの開催、異業種交流グループ

の活動支援などの異業種交流事業 を企画・実

施 しますので意欲ある企業の皆 さんはぜひご

参加下 さい。

オープニングセレモニー

主催者あいさつ

滋賀県知事         稲葉  稔

中小企業事業団理事     小林 久雄

来賓あいさつ

近畿通商産業局局長     麻生 渡氏

け全国中小企業融合化促進財団

理事長          大西 節蔵氏

異業種交流事例発表

「自動演奏琴の開発についてJ

…湖南異業種フォーラム

会 長          前岡  繁氏

滋賀県技術ア ドバイザー  中川 悟孝氏

「生い立ちの記」・・・カオス・ハイテク協同組合

理事長          三宅  信氏

話のサロン

「今、地球の気候が変わる」

日本気象協会関西本部   武田 栄夫氏

基調講演

「 しなやかなイノベーション時代の中小企業」

技術評論家        森谷 正規氏

――■||111Ⅲ Ⅲlll'Ilr,| レ
筆
驚
琴
（
著
籐
公
学
基
叢

黒

Ａ
蕪
養
軽
い
や
奉
斎

譲
蒔
演

地
球
セ瘍  .

魏

鎮

基調講演では、今 日の技術革新は意外と身

近な所で進んでお り、中小企業にとり大きな

チャンスの時代である。先端技術 をうまく利

用 しながら今後の事業展開が望 まれるなどの

話 しがあった。

第 1分科会

『技術 (製品)開発の着想から商品化 まで」

コーデ ィネータ

醜生産開発科学研究所専務理事 大門 博氏

パネラー

ォプテックスlMl      有本 達也氏

棚中戸研究所      井狩 雅道氏

日本真空化学腑      海道  長氏

第 2分科会

「製品開発から販路開拓に至 る成功条件」

コーディネータ

龍谷大学社会学部教授   法雲 俊邑氏

パネラー

lln奥村製作所      奥村 清一氏

llB鮎   家       斉藤 利彦氏

12
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甲西陸逗棚        山本

第 3分科会

「異業種交流のあり方徹底研究」

コーディネータ

エ業経営研究所所長    新庄

パネラー

佛澤   村       澤村

棚 タキヒヨー滋賀センター 磯吉Ь

1/mサ ン機工        木村

帥石山製作所       松田

交流パーティ

カオス・ハイテク協同組合が、融合化補助

金 を受 け事業化 を進 めて きた生 い立 ちにつ い

て発表があった。

博 氏

秀光氏

寛氏

弘氏

茂氏

和雄氏

琵琶湖の観光船 ミシガン船上での交流

夕数の人が交流パーティに参加 し、府県の枠

を越えてびわ湖湖上で交流をおおいに深めた。

湖南異業種フォーラムが開発 した自動演奏

琴の展示・演奏 と、開発についての具体的な

発表があった。

第 1分科会では、開発には需要に密着 した

着想が必要であるため、具体例の討論研究 と

商品化に至 るまでの重要なポイン トを例示 し、

研究 をおこなった。

第 2分科会では、異業種 グループが製品開

発をおこない、それが販路開拓においても成

功するための条件について、事例 を上げて研

究 をおこなった。

第 3分科会では、異業種 グループの運営方

法 と苦′とヽ談、テーマの変遷等について事例 を

上げ討議 をおこない、今後の望 ましいあり方

の研究 をおこなった。

筆■■伴
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技術アドバイザー、巡回技術指導・相談制度をご存知ですか?

県では、今日の技術革新に対応できる県内企業の育成を目的として、各種の技術相談や

技術指導制度を設けています。

いずれも無料でご利用いただけますので、お気軽に次の機関にお問い合せ下さい。

豊かな着想と斬新なアイデアによる新製品・技術の

開発等、中小企業独自では解決困難な製品または製造工

程等に関する技術的諸問題を解決のため、県に登録され

ている豊富な知識 と経験を有する技術ア ドバイザーを派

遣 して、中小企業の新製品・新技術の開発を促進させる

とともに、中小企業の技術力の向上を図る制度です。

【指導の方法】        |
企業からの指導依頼があり次第、その問題解決に最 も

適切な技術ア ドバイザーを選定 し、直接、企業の現場で

指導を行います。

1企業当りの年間指導 日数は原則として廷ぺ 5日 以内

(最大10日 )です。

【対 象 企 業】

中小企業 (資本金 1億円以下または従業員300人以下 )

中小企業の技術力向上のため、民間の技術者等の専門

家 と県の技術職員からなるチームを編成 して、工場を巡

回し、主として生産技術上の問題点を究明するとともに、

改善の助言を行い生産全般の技術的問題解決の支援をす

る制度です。

【指導の方法】

企業からの依頼の内容に適 した技術指導チームを編成

し、企業の現場において原則として0.5～ 2日 間指導を

行います。

【対 象 企 業】

企業規模等により次の指導事業があります。

一般巡回技術指導 原Hlと して20人 を超える中イ企業

簡 易 巡 回 技 術 指 導  原則 として20人 以下のガNBti陶当業

公 害 巡 国 技 術 指 導  公害発生のおそオL力である、または公害防止の

ために技術指導 を必要 とする中小企業

日進月歩で進歩するエレクトロニクス、新素材、バイ

オテクノロジーなどに対応 した企業の技術開発力の向上

を支援するため、それぞれの分野において権威ある大学

の先生方 (相談役)が定期的に新技術開発や技術改善な

ど、高度な技術問題について直接相談に応じる制度です。

【相 談 分 野】

エレクトロニクス

メカ トロニ クス

先 端 加 工 技 術

新素材・複合材料

食

【相 談 場 所】

滋賀県工業技術センター

マイタロコンピュータ応用技術および周辺機

器技術など

ロポッ トおよび自動制御技術など

精密加工 、切削加工、塑性加工お よび特殊加

工 など

高分子材料加工、高分子複合材料、金属材料

および熱処理 など

食品製造技術、醸造技術、パイオテクノロン

ーなど。

技術ア ドバイザー制度

特別技術相談 コーナー

巡回技術指導制度

滋賀県工業技術センター  滋賀県繊維工業指導所

滋賀県立信楽窯業試験場   滋賀県立機械金属工業指導所

〒520-30 栗太郡栗東町上祗山232

TEL(o775)58-1500 FAX58-1373
〒526 長浜市三 :ン 矢元町27-39

TEL(o749)62-1492 FAX62-1450

〒522彦 根 市 岡 町

TEL(0749)22-2325 FAX26-1779
〒52918 甲賀郡信楽町長野

TEL(0748)82-1155 FAX 82-1156

工業技術に関する相談お問い合せは

- 14 -―
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1月 8日 オープン

滋賀県融合化センター

いま、全国の中小企業の間では、異なる業

種の企業同士が結びつき、互いの技術や経営、

マーケティングのノウハウを提供 し合って新

しい事業を起 こそうとする動 き「融合化」が急

速に進展 しています。このような動 きは、地

域 を問わず、また製造業、商業、サービス業

といった業種の垣根 を越えて幅広 く展開 して

いるのが特徴です。

本県においても、大企業に比べて事業分野

が狭 く、かつ技術力、マーケティングカ、資

金力の面でハンディのある中小企業の多数のグ

ループや企業等が新たな事業展開をめざして、

積極的に異業種交流から開発・事業化に向け

て取 り組まれています。

そこで、県ではこうした融合化 をより推進

し、中小企業の新たな発展の道 を確保するた

め、このたび工業技術センター内に「滋賀県

融合化センター」を開設 し、各種の融合化支

援 を実施することになりました。

すでに融合化 をすすめておられるグループ

・企業はもちろん、今後取 り組 もうとされて

いる企業の利用 をお待 ちしてお ります。

1.サービスの内容

(1)異業種交流室の利用

各 グループの例会、企業間による技

術、経営、マーケティングに関する会合

等融合化促進の場 として交流サロンが利

用できます。

(2)融合化に関する情報提供、製品展示、カ

タログ閲覧

融合化による技術開発事例 、融合化促

進に関する法律等の整備 を図 り、融合化

をすすめるうえでの各種情報 を提供 しま

す。

(3)カ タライザーの派遣

異業種交流グループの結成、活動およ

び融合化開発に関する指導助言を行 う中

小企業事業団登録のカタライザーを交流

グループの求めに応 じて派遣 します。

(4)OA機 器の利用

例会の案内、会議資料の作成等に必要

なワープロ、ファックス等のOA機器が

利用できます。

2.利用者の範囲

異業種交流グループはじめ融合化に関心

のある方であれば誰でも利用できます。

3.設置場所

滋賀県工業技術センター内

(栗太郡栗東町上祗山232)

4.開館時間

午前 9時～午後 5時 (土曜 日は午前 9時

～正午 まで )

5.休 館 日

日曜 日、国民の祝 日に関する法律に規定

する休 日、毎月の第 2。 第 4土曜、年末年

始 (12月 28日 ～翌年 1月 4日 )

6.利用申込み、お問合せ先

財団法人 滋賀県工業技術振興協会

(滋賀県工業技術センター内 )

TEL o775-58-1530
FAX 0775-58-3048

御利用下さい。/

工業技術センター図書室
工業技術センターでは研究開発力の向上 と

県内企業の技術情報収集の利便 を高めるため、

技術関係文献 。図書の整備 を図ってきました

が、本年 1月 から次の とお り図書室の利用 を

開始することになりましたので、是非ご利用

下 さい。

1.蔵書分野等

電気・電子、機械、化学、工業材料、食

品、デザイン分野

単行本 約7500冊 、雑誌約80種類

2.利用方法

閲覧、コピーサービス (著作権法により

認められる範囲内で 1部30円 )

3.利用時間

午前 9時～午後 5時 (土曜日は午前 9時

～正午 まで )

4.休 館 日

日曜日、国民の祝 日に関する法律に規定

する休 日、毎月の第 2・ 第 4土曜、年末年

始 (12月 28日 ～翌年 1月 4日 )
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・
実
際
に
セ
ン
サ
を
使

っ
て
い
る
人
の
最
新
の
情
報

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
興
味
深
か
っ
た
。

・
ひ
ず
み

・
圧
力

・
加
速
度

・
ト
ル
ク
等
を
検
知
す

る
セ
ン
サ
技
術
の
講
座
が
あ
っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど

が
ひ
ず
み
ゲ
ー
ジ
の
話
で
あ
り
、
自
分
と
し
て
は
、

や
や
期
待
に
反
し
た
よ
う
に
思

っ
た
。

・
目
で
見
る
ビ
デ
オ
、
手
で
触
わ
る
実
地
研
修
を
も

っ
と
増
や
し
て
欲
し
い
。

・
同
じ
よ
う
な
職
種
の
人
が
集
ま
っ
て
、
実
習
的
内

容
に
つ
き
、
も

っ
と
深
く
堀
り
下
げ
る
よ
う
な
機

会
を
作

っ
て
欲
し
い
。

３
、
第
４４
期
　
防
錆

・
防
食
技
術
講
座

「
サ
ビ
を
防
ご
う
」
と
云
う
テ
ー
マ
で
開
講
し
ま

し
た
。
６
日
目
の

″
水
に
よ
る
腐
食
と
そ
の
防
食
技

術
″
で
は
実
物
に
よ
る
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

４
、
第
４５
期
　
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
基
礎
技
術
講
座

・
ど
の
講
義
も
新
鮮
で
、
自
己
啓
発
に
な
っ
た
。
今

後
も
他
分
野
の
講
習
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
自
己
の

技
術
の
向
上
を
期
し
た
い
。

・
事
物
の
み
で
は
得
ら
れ
な
い
応
用

・
実
践
技
術
等

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
。

・
も

っ
と
演
習
の
時
間
を
増
す
な
り
、
全
講
習
日
程

を
今
の
３
倍
ぐ
ら
い
に
引
き
延
ば
し
て
欲
し
い
。

・
オ
ッ
シ
ロ
ス
コ
ー
プ
な
ど
、
計
器
の
取
扱
い
方
に

つ
い
て
の
よ
い
勉
強
が
で
き
た
。
と
く
に
、
％
／

コ
ン
バ
ー
タ
実
習
は
、
会
社
で
は
で
き
な
い
内
容

で
も
あ
り
、
非
常
に
興
味
深
か
っ
た
。

・
概
し
て
、
理
論
の
講
座
は
難
解
で
あ

っ
た
が
、
実

習
関
係
は
解
り
や
す
か
っ
た
。
た
だ
、
グ
ル
ー
プ

単
位
の
実
習
は
、
で
き
た
ら
個
別
に
や
ら
せ
て
欲

し
か
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
今
後
の
勉
強
の
た

め
に
は
良
い
研
修
で
あ
っ
た
。

・
各
項
目
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
細
分
化
し
、
キ
メ

細
か
な
指
導
を
願
い
た
い
。

・
科
目
を
も
っ
と
し
ぼ
る
こ
と
と
、
昼
間
の
時
間
帯

を
分
く
と
っ
て
欲
し
い
。

サ ビの実物説明

_「_E

第45期 実習風景

鬱
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今
年
に
入
り
三
〇
Ｏ
ｋｇ
／

∬
消
防
用
容
器
は
高
容

積
の
も
の

（九
２
）
の
外
国
か
ら
の
大
量
輸
入
計
画
、

国
内
メ
ー
カ
ー
の
製
品
開
発
製
造
の
気
逗
が
高
ま
っ

た
の
に
加
え
ス
キ
ュ
ー
バ
用
容
器
も
二
Ｏ
Ｏ
ｋｇ
／

Ｗ

か
ら
二
五
〇
ｋｇ
／

献
用
の
も
の
が
売
り
出
さ
れ
る
こ

と
に
な
γ
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
Ｒ
Ｐ
ｌ２
型
再
圧
機
の

出
番
が
廻
っ
て
来
た
の
で
す
。

最
近
特
許
も
取
れ
、
大
阪
府
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
産

業
振
興
資
金
援
助
も
得
ら
れ
て
今
後
の
期
待
す
る
製

品
と
な
り
ま
し
た
。

表
面
的
に
は
自
社
技
術
に
よ
る
製
品
開
発
と
見
ら

れ
ま
す
が
、
そ
の
内
面
的

（ソ
フ
ト
面
）
に
お
い
て

は
異
業
種
交
流
に
よ
る
自
己
反
省
が
大
い
に
役
立
っ

た
と
云
え
る
の
で
す
。

小
さ
な
企
業
は
日
先
の
こ
と
、
同

一
業
界
の
こ
と

に
関
し
て

一
生
懸
命
勉
強
し
て
い
る
こ
と
は
ど
こ
で

も
同
じ
で
す
が
こ
の
異
業
種
交
流
に
よ
り
物
事
の
考

え
方
、
自
社
に
は
な
い
も
の
を
勉
強
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
視
野
を
拡
げ
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。

今
、
私
が
異
業
種
交
流
で
求
め
て
い
る
の
は
課
題

で
あ

っ
て
結
論
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
課
題
を
得
て
そ

れ
を
解
決
す
る
の
が
自
社
の
技
術
で
あ
り
存
在
価
値

が
あ
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。

順
調
に
進
む
技
術
研
修
講
座

本
年
度
の
技
術
研
修
講
座
は
、
当
初
の
計
画
通
り
、

第
３９
期
の

「金
属
材
料
の
熱
処
理
講
座
」
を
ス
タ
ー

ト
と
し
て
、
十
二
月
ま
で
に
十
講
座
を
修
了
、
あ
と

二
講
座
を
残
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

い
く
つ
か
の
講
座
で
は
、
定
員
を
オ
ー
バ
ー
す
る

申
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
極
力
受
け
入
れ
て
い
ま
す

が
、
機
器
の
関
係
か
ら
、
た
と
え
ば
メ
カ
ト
ロ
な
ど

で
は
か
な
り
の
方
を
お
こ
と
わ
り
せ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
で
し
た
。
紙
上
を
借
り
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
会
社
で
の
一
日
の
勤
務
を
終
え
、
夕
方
５

時
半
か
ら
８
時
半
ま
で
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が

一
般
化

さ
れ
て
い
る
講
座
に
あ

っ
て
、
受
講
者
の
方
々
は
、

そ
の
疲
れ
を
も
の
と
も
せ
ず
、
情
熱
で
カ
バ
ー
、
質

問
が
次
か
ら
次

へ
と
あ
り
、
時
間
が
の
び
る
こ
と
し

ば
し
ば
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

以
下
、
受
講
者
の
感
想
と
い
っ
た
も
の
を
講
座
別

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
の
ぞ
い
て
み
ま
す
。

１
、
第
４２
期
　
Ｐ
Ｃ
に
よ
る
自
動
化

・
省
力
化
技
術

入
門
講
座

。
も
う
少
し
、
中
味
の
濃
い
講
義
を
し
て
欲
し
い
。

・
講
義
内
容
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
他
の
人
と
の
交

流
が
深
め
ら
れ
て
よ
か
っ
た
。

・
基
礎
的
な
こ
と
が
分
か
っ
た
が
、
応
用
技
術

・
実

　

１２

践
技
術
の
面
も
も
っ
と
つ
っ
こ
ん
で
欲
し
か
っ
た
。

・
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
キ
ッ
ト
は
、
実
際
に
使
わ
れ
て
い

る
よ
う
な
機
器
を
対
象
に
行
っ
た
方
が
よ
り
分
か

り
易
い
の
で
は
な
い
か
。

・
電
気
の
知
識
が
な
い
の
と
、
Ｐ
Ｃ
は
仕
事
と
無
関

係
な
の
で
、
理
解
が
困
難
で
あ

っ
た
。

・
工
場
見
学
は
、
非
常
に
有
益
で
あ

っ
た
。

・
技
術

・
意
識
両
面
に
つ
い
て
、
他
府
県
に
劣
ら
な

い
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

２
、
第
４３
期
　
自
動
化
の
た
め
の
セ
ン
サ
技
術
講
座

・
セ
ン
サ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
の
基
礎

が
勉
強
で
き
、
私
に
と
っ
て
有
意
義
で
あ
っ
た
。

・
実
際
に
セ
ン
サ
を
手
に
取
っ
て
実
験
す
る
時
間
を

も
っ
と
設
け
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
。

・
入
社
三
年
程
度
の
年
齢
の
若
い
人
向
き
に
実
習
お

よ
び
講
習
会
を
実
践
さ
れ
、
県
工
業
技
術
の
発
展

に
寄
与
さ
れ
た
い
。

・
自
己
啓
発
が
高
め
ら
れ
、
今
後
、
設
計
す
る
と
き

に
参
考
に
し
な
が
ら
図
面
を
書
け
る
よ
う
努
力
を

重
ね
た
い
。

ｏ
日
程
が
短
か
す
ぎ
た
。
せ
め
て
五
日
間
ぐ
ら
い
連

続
し
て
、
ま
た
は
宿
泊
形
式
に
し
て
グ
ル
ー
プ
討

論
を
重
ね
る
な
ど
の
工
夫
が
欲
し
い
。

・
近
接
ス
イ
ッ
チ
や
光
電
ス
イ
ッ
チ
の
講
座
は
、
実

際
に
現
物
を
使
用
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
組
合
せ
で
エ

夫
で
き
て
有
意
義
な
講
座
で
あ

っ
た
。



異
業
種
交
流
に
よ
る

異
業
種
交
流
で
な
い
製
品
開
発

株
式
会
社
　
松
原
鐵
工
所

盈

社
長

園

田

敬

三

当
社
は
中
小
型
船
舶
ｃ
一〇
〇
～

一
六
〇
〇
ト
ン
）

向
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
始
動
用
空
気
圧
縮
機

（三

Ｏ
ｋｇ
／

∬
）
お
よ
び
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
、
防

災
活
動
向
空
気
呼
吸
器
用
空
気
圧
縮
機

（
一
五
〇

～
三
Ｏ
Ｏ
ｋｇ
／

郎
）
を
製
造
し
て
い
る
中
小
企
業
で

あ
り
ま
す
。

当
社
が
六
十
二
年
滋
賀
県
の
異
業
種
交
流
グ
ル
ー

プ
に
参
加
し
ま
し
た
の
は
、
当
社
の
主
力
製
品

（デ

ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
始
動
用
空
気
圧
縮
機
）
が
六
十

一
年
か
ら
の
造
船
大
不
況
に
見
舞
わ
れ
、
大
幅
な
減

産
を
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
た
め

″
何
か
活
路
が

無
い
か
″
と
考
え
て
い
た
時
、
滋
賀
県
工
業
技
術
振

興
協
会
の
異
業
種
交
流
の
参
加
募
集
に
接
し
早
速
入

会
し
た
次
第
で
す
。
従
い
ま
し
て
当
社
の
技
術
と
他

社
の
技
術
を
交
流
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
直
ち
に
新
た

な
製
品
が
見
つ
け
出
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待

し
た
訳
で
す
。

入
会
後
数
回
の
会
合
に
参
加
し

″
そ
ん
な
に
簡
単

に
交
流
に
よ
る
新
製
品
は
出
来
る
も
の
で
は
な
い
″

と
い
う
こ
と
を
悟
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
交
流
に
よ
り
異
業
種
の
私
に
と
っ
て
は

別
世
界
の
状
況
が
解
り
大
い
に
参
考

（勉
強
）
に
な

り
ま
し
た
。
異
業
種
交
流
を
し
て
い
る
な
か
で
長
い

単
独
社
会
に
入
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
当
社
の
未
熟

さ
を
痛
切
に
感
じ
、
い
つ
も
自
社

へ
の
反
省
と
参
考

を
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
自
己
を
見
つ
め

″
さ
て
新
し
い
製
品
は
何

か
″
と
考
え
ま
と
め
た
の
が
Ｒ
Ｐ
ｌ２
型
と
い
う
再
圧

機
な
の
で
す
。

こ
の
製
品
開
発
の
骨
子
は

一
、
自
社
の
技
術
で
解
決
出
来
る
も
の
。

二
、
他
社
が
容
易
に
参
入
出
来
な
い
特
殊
技
術
を

も
っ
た
も
の
。

三
、
将
来
需
要
が
見
込
ま
れ
る
も
の
。

の
三
点
と
し
ま
し
た
。

消
防
用
呼
吸
具
の
空
気
容
器
は
況
在

一
五
〇
ｋｇ
／

研
用
で
あ
り
ま
す
が
、
数
年
前
に
二
〇
Ｏ
ｋｇ
／

∬
用

容
器
が
開
発
さ
れ
、
か
つ
外
国
か
ら
も
輸
入
の
動
き

が
出
て
い
る
と
の
ニ
ュ
ー
ス
を
と
ら
え
て
Ｏ
ｋｇ
／

郎

か
ら
二
Ｏ
Ｏ
ｋｇ
／

∬
ま
で
昇
圧
出
来
る
空
気
圧
縮
機

を
設
計
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
三
Ｏ
Ｏ
ｋｇ
／

∬
容
器
は
容
量
が
五
２

（
一
五
Ｏ
ｋｇ
／

印
は
最
大
八
ゼ
）
の
た
め
メ
リ
ッ
ト

が
少
な
い

（三
〇
〇
ｋｇ
／

ｗ
×
五
２

”
一
五
Ｏ
ｋｇ
／

郎
×
八
を
）
こ
と
に
よ
り
需
要
が
余
り
な
い
こ
と
、

新
し
い
設
備
で
あ
り
費
用
が
大
き
く
か
か
る
と
い
う

欠
点
が
出
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で

″
既
存
設
備
を
利
用
し
、　
コ
ス
ト
の
安
い

も
の
な
ら
ば
″
と
い
う
こ
と
で
今
回
の
再
圧
機
を
開

発
し
た
次
第
で
す
。
こ
の
Ｒ
Ｐ
ｌ２
型
再
圧
機
は
既
存

の
一
五
Ｏ
ｋｇ
／

げ
圧
縮
設
備
を
利
用
し
、
更
に
二
〇

〇
ｋｇ
／

ば
ま
で
昇
圧
す
る
機
械
で
全
設
備
を
入
れ
替

え
る
こ
と
な
く
、
低
価
格
で
高
圧
力
に
よ
る
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
を
得
ら
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で

す
。
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ウェアレシー 02dの超極細繊維使用

(ェ ステル50%ポリプロピレン

50%不繊維)

めがねΣ、き

(使 い捨て)

三菱レ ミエミエ 01dの 超極細アクリル系繊維

使用  (ア クリル45%エ ステル

52%ウレタン3%)

めが主ュお、き

ユニチ

カ

リフレッサ 03dの 超極細エステル繊維使

用

め力立璃、き

ミクロスター帝 人 02dの超極細繊維使用 めがねお、き、産業

用、家庭用

クラウゼ ン

WICF

(織物 ) めがオ訳Σ、き

鐘 紡 サビーナ

ミニマックス

産業用 (ク リーンル

ーム用 )

ェステルとすイロンの割繊タイ

プの超極細繊維 (ベ リーマX)

使用 (編物)

プリーレ旭化成 01dの 超極細エステル繊維使

用

めがねお、き、産業

用

トレシー東レ 005～ 006dの 超極細エステ

ル繊維使用

めがねむ、き、産業

用、家庭用

メーカー 商 品 名 素  材  構  成 用    途

表-1 ワイピングクロス

表-2 朝シヤンタオル

ω
　
朝
シ
ャ
ン
タ
オ
ル

ブ
ー
ム
の
背
景
に
は
ロ
ン
グ

ヘ
ア
の
流
行
が
あ
る
。

そ
の
要
求
性
能
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

１
、
水
分
の
吸
収
、
拡
散
性
が
良
い
。

２
、
保
水
性
が
あ
る
。

３
、
速
乾
性
が
あ
る
。

４
、
耐
洗
濯
性
が
あ
る
。

現
在
市
販
さ
れ
て
い
る
主
な
商
品
の
一
覧
表
を
表

１
２
に
示
す
。

〔そ
の
他
に
つ
い
て
の
内
容
は
割
愛
し
ま
す
。
〕

ヽ

ミ

ご

■

ヽ

尺

Ｗ

Ｓ

ミ

だ

，

ヽ

ミ

ご

，

Ｓ

疋

Ｗ

Ｓ

ミ

だ

゛

場
活
性
化

取
締
役
製
造
部
長
　
奥

野
　

敏

男

氏

記
〈ふ
仕
込
班
長
　
三
木
　
泰
昌
氏

こ
の
様
な
発
想
を
基
に
、
原
価
意
識
を
徹
底
さ
せ
た

係
ご
と
の
事
業
部
制
度
の
導
入
、
人
事
ド
ラ
フ
ト
制

度
、
竜
巻
制
度
等
本
来
シ
リ
ア
ス
な
効
率
化
を
遊
び

感
覚
で
、
陽
に
、
前
向
き
で
推
進
さ
れ
た
こ
と
を
職

場
の
第

一
線
の
職
長
さ
ん
と
共
に
講
演
さ
れ
た
。

ュニチカジョム 綿、 レーヨン 各15%
アクリル   30%
ェステル    40%

九編、バ イル

タオルタ
――バ シ/

鈷  紡 PvAス ポンジ

ソフトドラ

イタオル

鈍  紡 織物、起毛エステル 78%(割 紬糸)

ナイロン 22%(ベ リーマ

X)

東 レフレミング 綿     (表 面)(吸水)

エステル/綿 (中′とヽ)(保水)

アクリル     (拡 散 )

丸編、

mi面バイル

クイックド

ライスー

帯 人

(小林製薬)

エステル 80%(害 llel糸 )

ナイロン 20%(ハ イレー

ク)

織物、市i面 バイ

アレ(バイアレ/1ヽ )

旭化成

(ピアス化粧

占占)

ドライアッ

プ スピー

デ ィー タ

オル

九編、

両面バイル
アクリル 65%
(ビューロン)

レーヨン 35%

旭化成

(池 田縫製)

ノンドラ

99

アクリル100%(ス プラ極細) 丸編、

両面バイル

クィックド

ライタオ

ル

旭化成

(小林製薬)

維編、起毛、

ボンディング
キュプラ

ナイロン

70%(起毛部)

30%(裏糸)

商品名 メーカー 組   織素 材 構 成
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繊

維

の

機

能

力学 引三日

火

審美性

ファッシ

ョン性

鞠
鞘
螺
紳

瑶昌

繊維の機能

吸湿……………下着、スポーツ衣料、衛生

防水・防汚……コー ト、スポーツ
…………………カーテン、寝装、子供服
耐炎……………消防、警察、軍事、カーテン、資材

断熱・発熱……スポーツ、防寒、ふとん

通気・快適……スポーツ

融着……………スポーツ、ふとん綿、フエル ト

帯電・導電……下着、上着、裏地、資材、防爆、防塵、

精密工業、電子工業、医療、衛生

強度・高弾性率……タイヤコード、ベルト、複合材、FRP
ム弾性…………………靴下、下着、水着、衛生材

防臭…・ 靴下、肌着、毛布、ふとん綿

芳香……………肌着、衛生、ふとん綿
…………………カーペット、インテリア

高弾性率―タイヤコー ド、防弾、資材
FRP、 ACM

・耐炎…………防炎服、軍事、資材
・感光…………光ファイバー、センサー、通信
逆浸透…………人工腎臓、海水淡水化、純水製造

オン交換・吸着……海水淡水化、純水、資源回収
ス交換…・ …人工肺

…耐薬品、耐摩耗、耐光
・無機能繊維…FRP、 FRM、 ACM
………………導電 。制電・電磁波シール ド、資材

紡
口
よ
り
直
接
、
極
細
繊
維
を
紡
糸
す
る
方
法
で

あ

る
。

極
細
繊
維
は
色

々
な
特
徴
を
有
す
る
。
そ
れ
を
利

用
し
た
商
品
に
つ
い
て
２
例
紹
介
す
る
。

御
　
ワ
イ
ピ
ン
グ
ク
ロ
ス

特
徴
を
図
１
４

に
示
す
。
そ
の
用
途
は

①
メ
ガ
ネ
拭
き

②
自
動
車
、
貴
金
属
、
家
具
、

楽
器
等
の
拭
き
と
り
用

③

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
半
導
体
と

い
っ
た
一局
い
ク
リ
ー
ン
レ
ベ

ル
が
要
求
さ
れ
る
先
端
産
業

分
野
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。

市
販
さ
れ
て
い
る
主
な
製
品

に
つ
い
て
表
１
１

に
示
す
。

の弓野蟹:鏑・・ I整罰矩捲E';i:!更材

遷:iミ:と多息:写勢†

'歩

質弓奔サテリア

図-4 起極細長繊維を用いたワイピング

クロスの特徴

①長繊維のため発塵しない (無塵性)

② l本 1本の繊維が非常に柔軟であるので、よくガ

ラス面に密着する。

③非常に細いので鋭 く油やゴミをえぐりとる効果が

ある (拭浄性)。

④構成繊維本数が多くなり1回 のこすりでも従来の

数十倍こすったことになる。

⑤繊維と繊維の間に空間があるので (高密度織物)、

取れた油やゴミはその空間に収納される。

⑥耐洗濯性がある。

⑦吸水性、吸油性がある (毛細管効果)。

・静電気の帯電を防止 し、ホコリの発生を抑える為

に、制電加工 を施 したり、又は導電性繊維を織 り

込んだものもある。

図-2 高分子相互配列体繊維 (A型、海島型 )

による方法

図-3 剰離型複合繊維 (B型や C型 )1こ よる方法

レ

樹 IH化後断面

原繊維断面 極糸町し後断面

(中空)



回

第
３５

科
学
技
術
セ
ミ
ナ
ー

湖
西
で
初
め
て
開
催

中
小
企
業
の
サ
バ
イ
パ
ル
ヘ
の
対
応
２
題

―
―
新
素
材
と
新
発
想
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
ヘ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
ー
ー

■
月
２
日
、
高
島
郡
新
旭
町

「地
場
産
し
ん
あ
さ
ひ
」
に
て
、
働
高
島
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
と
共

催
で
開
催
し
ま
し
た
。
出
席
者
は
７０
名
と
盛
況
で
し
た
。

産
業
資
材
分
野
に
お
け
る
繊
維
新
素
材
の
最
近
の
動
向

③
に
つ
い
て
は
、
極
細
繊
維
に
つ
い
て
詳
し
い
説

明
の
後
、
ワ
イ
ピ
ン
グ
ク
ロ
ス
、
朝
シ
ャ
ン
タ
オ
ル
、

防
塵
衣
、
油
水
分
離
フ
ィ
ル
タ
ー
、
等
を
紹
介

④
に
つ
い
て
は
、
各
種
の
導
電
繊
維
の
紹
介

⑤
に
つ
い
て
は
、
作
用
機
構
と
各
種
商
品
の
紹
介

（紙
面
の
都
合
上
、
極
細
繊
維
と
ワ
イ
ピ
ン
グ
ク
ロ

ス
、
朝
シ
ャ
ン
タ
オ
ル
の
紹
介
に
と
ど
め
る
。
）

極
細
繊
維

通
常
、
極
細
繊
維
は
太
さ
１
デ
ニ
ー
ル
以
下
の
も

の
を
言
い
、
そ
の
う
ち
超
極
細
繊
維
は
阿
～
陀
デ
ニ

ー
ル
以
下
の
も
の
を
呼
ん
で
い
る
。
（１
デ
ニ
ー
ル
と
　
く

は
１
グ
ラ
ム
の
繊
維
が
９
０
０
０
ｍ
の
と
き
の
大
さ

を
い
つヽ
）

そ
の
作
り
方
に
は
次
の
３
種
類
が
あ
る
。

１
、
高
分
子
相
互
配
列
休
繊
維

（海
島
型
）
に
よ
る

方
法

図
１
２
に
示
す
よ
う
に
、
海
成
分
と
島
成
分
の
２

種
類
の
高
分
子
か
ら
な
る
普
通
の
太
さ
の
繊
維
を
紡

糸
す
る
。
次
に
、
こ
れ
を
織
物
、
編
物
に
し
た
後
、

海
の
部
分
を
溶
か
し
て
除
去
す
る
と
島
の
部
分
が
極

細
繊
維
と
し
て
得
ら
れ
る
。

２
、
剖
離
型
複
合
繊
維

（分
割
式
）
に
よ
る
方
法

図
１
３
に
示
す
よ
う
に
、
２
種
類
の
高
分
子
で
紡

糸
し
た
後
、
機
械
的
力
な
ど
を
加
え
る
と
高
分
子
相

互
の
接
着
力
が
弱
い
の
で
分
割
さ
れ
て
極
細
繊
維
が

得
ら
れ
る
。

３
、
直
接
に
極
細
繊
維
を
紡
糸
す
る
方
法

旭
化
成
工
業
株
式
会
社
繊
維
加
工
研
究
所

新
産
業
資
材
開
発
グ
ル
ー
ブ
長

片
岡
　
直
樹
氏
講
演
よ
り

繊
維
の
新
素
材

繊
維
の
新
素
材
と
は
、
図
１
１
に
示
さ
れ
る
よ
う

な
機
能
を
高
度
に
追
及
し
た
機
能
繊
維
で
、
本
講
演

で
は
、
次
の
繊
維
に
つ
い
て
解
説
が
あ
っ
た
。

①
　
ス
ー
パ
ー
繊
維

②
　
無
機
繊
維

③
　
極
細
繊
維

④
　
導
電
繊
維

⑤
　
抗
菌

・
防
臭
繊
維
と
消
臭
繊
維

本
講
演
で
は
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
つ
ぎ

の
よ
う
な
解
説
が
あ

っ
た
。

①
に
つ
い
て
は
、
立
体
織
物
を
含
め
た
詳
し
い
説
明

②
に
つ
い
て
は
、
カ
ー
ボ
ン
繊
維
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク

繊
維
等
に
つ
い
て
説
明



０
あ
な
た
の
製
品
は
設
計
ど
お
り
の
形
状
で
す
か

（
三
次
元
測
定
機
）

そ
の
他
写
真
で
は
紹
介
し
て
い
ま
せ
ん
が
次
の
機

器
を
公
開
し
ま
し
た
。

●
あ
な
た
も
ミ
ク
ロ
の
世
界
を
見
て
み
ま
せ
ん
か

（電
子
顕
微
鏡
）

ｏ
試
作
不
要
の
構
造
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｃ
Ａ
Ｅ

Ｓ
　
汎
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
）

●
近
畿
公
設
試
験
研
究
機
関
情
報
を
パ
ソ
コ
ン
で
見

る

（。ハ
ソ
コ
ン
）

０
パ
チ
ン
コ
玉
は
本
当
に
丸
い
の
か

（真
円
度
測
定
機
　
非
接
触
二
次
元
測
定
装
置
）

六
、
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｓ
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

特
殊
法
人
日
本
科
学
技
術
情
報
セ
ン
タ
ー

（Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ｓ
Ｔ
）
の
も
つ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｓ
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

ｏ
圧
力
で
調
理
す
る
と

（食
品
用
小
型
高
圧
試
験
機
）

二次元測定機

真円測定機

箋
．振
興
プ

こ
と
を
お

で
、
お
楽

高圧による食品加工の説明



五
、
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の

一
般
公
開

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
主
要
研
究
機
器
の
展
示

・

実
演
や
研
究
開
発
等
日
常
の
業
務
内
容
を

一
般
に
公

開
、
紹
介
し
ま
し
た
。

ｏ
高
速
度
カ
メ
ラ
で
あ
な
た
の
ゴ
ル
フ
ス
イ
ン
グ
を

み
よ
う

カ

メ

ラ

●
無
限
に
広
が
る
数
の
世
界
を
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
で
の
で
く

（グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
支
援
シ
ス
テ
ム
）

ビデオで再生して、スイングの解析

０
あ
な
た
の
体
温
は
何
度

（熱
映
像
計
測
装
置
）

コンピュータグラフィック

撼

6

右のカメラで体温測定



三
、
科
学
技
術
映
画
の
上
映

四
、

体

力

測

定

コ

ー

ナ

ー

第
３０
回
科
学
技
術
映
画
祭
受
賞
作
品
二
本

京
都
の
異
業
種
交
流
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
開
発
さ
れ

た
、
体
力
診
断
シ
ス
テ
ム

「健
康
く
ら
ぶ
」
に
よ
る

手
軽
な
体
カ
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。

①
ガ
ラ
ス
転
移

企
画
製
作
―
慶
応
義
塾
大
理
工
学
部
米
沢
研
究
室

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

・
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
駆
使
し
、

ア
ル
ゴ
ン
を
急
冷
し
こ
れ
を
ア
モ
ル
フ
ァ
ス
状
態
に

し
た
と
き
の
原
子
の
動
き
を
千
兆
分
の
五
秒
ご
と
に

映
像
化
し
た
も
の
で
す
。

結
晶
状
態
の
ア
ル
ゴ
ン
を
加
熱
溶
解
し
た
後
、
毎

秒
四
千
億
度
の
割
合
で
急
冷
し
帆
に
保

っ
た
場
合
と
、

毎
秒
二
十
兆
度
の
割
合
で
急
冷
し
帆
に
保

っ
た
場
合

を
想
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
の
脇
個
の
原
子
の
動

き
を
千
兆
分
の

ヽ
五
秒
ご
と
に
計
算
し
、　
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ

・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
で
表
現
し
て
い
ま
す
。

②
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
架
け
橋

‐
５０
万
ボ
ル
ト
本
四
連
系
線
―

企
画
―
竜
源
開
発
明
、
製
作
―
山
陽
映
画
帥

本
州
と
四
国
を
結
ぶ
５０
万
ボ
ル
ト
送
電
線
が
瀬
戸

大
橋
の
架
設
と
と
も
に
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

５０

万
ボ
ル
ト
の
送
電
ケ
ー
ブ
ル
は
絶
縁
力
を
維
持
す
る

た
め
に
、
絶
縁
紙
を
精
密
機
器
の
よ
う
に
幾
重
に
も

巻
い
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
ケ
ー
ブ
ル
の
附
設

に
当
た
っ
て
は
、
ね
じ
れ
や
曲
が
り
折
れ
が
絶
縁
紙

を
破
損
し
、
絶
縁
力
の
低
下
を
引
き
起
こ
し
重
大
な

事
故
に
な
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
ケ
ー

ブ
ル
の
附
設
を
行
う
２
年
前
か
ら
綿
密
な
準
備
を
進

″

め
、
十
数
ｍ
の
高
低
差
の
克
服
、
強
大
な
加
重
に
対

応
す
る
柔
軟
な
橋
の
動
き
に
応
じ
る
ガ
イ
ド
の
開
発

な
ど
数
々
の
努
力
の
結
果
、
ケ
ー
ブ
ル
の
附
設
が
完

成
し
ま
し
た
。

麟 麟 匪 賊 賊

「健
康
く
ら
ぶ
」
は
、
幅
広
い
年
齢
層
を
対
象
に
、

そ
の
人
の
行
動
体
力
が
ど
の
程
度
の
大
き
さ
で
あ
る

か
を
、
極
め
て
短
時
間
に
楽
し
み
な
が
ら
診
断
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
開
発
さ
れ
た
全
く
新
し
い
シ
ス

テ
ム
で
す
。

３
分
間
で
平
衡
機
能
、
筋
力
、
敏
捷
性
、
瞬
発
力

が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
打
ち
出
さ
れ
ま
す
。

協
力
　
帥
晩
電
機
製
作
所

バ
ラ
ン
ス
測
定
風
景

5



た
。
ブ
ラ
ン
ド
は
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｗ
０
０
Ｄ
で
社
名
は
ト
リ

オ
で
は
具
合
が
悪
い
の
で
、
相
当
の
反
対
が
あ
り
ま

し
た
が
思
い
切
っ
て
社
名
も
変
更
し
ま
し
た
。
そ
れ

に
と
も
な
っ
て
社
外
の
広
告
塔
な
ど
の
表
示
も
改
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
す
べ
て
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｗ
０
０

Ｄ
の
表
示
の
み
に
し
て
、
雑
誌
に
も
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｗ
０
０

Ｄ
だ
け
の
広
告
を
出
し
ま
し
た
。
謂
ゆ
る
白
紙
広
告

で
す
。
こ
れ
ら
は
、
見
る
人
が
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｗ
０
０
Ｄ
の

ロ
ゴ
に
疑
間
を
持
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
の

で
す
。

そ

の
結
果

Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ

の
ブ

ラ

ン
ド

は

徐
々
に
浸
透
し
て
き
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
当
社
で
は
Ｃ
Ｉ
な
る
も
の
を
手
探

り
で
、
感
覚
的
、
機
能
的
に
使
い
、
中
西
社
長
に
体

系
化
し
て
も
ら
っ
た
と
い
え
ま
す
。

社
長
に
な
っ
た
と
き
、
Ｃ
Ｉ
の
強
い
会
社
に
し
よ

う
と
考
え
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
当
社
は

一

般
消
費
者
を
対
象
に
オ
ー
デ
ィ
オ
機
器
を
取
り
扱
う

と
い
う
Ｃ
Ｉ
に
は
最
適
な
業
種
で
あ

っ
た
た
め
、
ス

ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
資
本
材
、

生
産
材
を
扱
う
会
社
で
は
そ
の
効
果
は
充
分
で
は
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
少
な
く
と
も
社
内
の
モ
ラ

ル
ア
ッ
プ
に
は
効
果
が
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

三
、
グ
ツ
ド
デ
ザ
イ
ン
商
品
展
示

（１０
月
１２
日
～
１０
月
２４
日
）

①
感
性
に
訴
え
る
身
近
な
商
品
展

生
産
、
流
通
、
消
費
の
そ
れ
ぞ
れ
の
面
で
、
よ
い

商
品
が
創
ら
れ
、
扱
わ
れ
、
使
わ
れ
る
た
め
の
指
針

と
し
て
、
生
活
用
品

・
ク
ラ
フ
ト

・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ

ザ
イ
ン
、
工
業
デ
ザ
イ
ン
、
住
環
境
デ
ザ
イ
ン
の
３

部
門
に
分
け
、
デ
ザ
イ
ン
専
門
家
、
学
識
経
験
者
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
審
査
委
員
会
に
よ
り
審
査
選
定

さ
れ
て
い
る
商
品
を
集
め
展
示
を
し
ま
し
た
。

②
世
界
の
ゆ
た
か
な
生
活
用
共
展

「
ゆ
た
か
な
生
活
用
具
ｒ
世
界
の
グ

ッ
ド
デ
ザ
ィ

ン
展
」
は
、
広
く
デ
ザ
イ
ン
活
動
に
携
わ
っ
て
い
る

人
々
の
み
な
ら
ず
生
活
者
に
、
海
外
の
生
活
用
具
や

デ
ザ
イ
ン
活
動
を
紹
介
し
、
よ
り
良
い
も
の
づ
く
り

と
ゆ
た
か
な
暮
ら
し

へ
の
参
考
と
、
生
活
用
具
の
デ

ザ
イ
ン
を
と
お
し
て
国
際
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
日

的
に
集
め
ら
れ
た
商
品
を
展
示
し
ま
し
た
。

ロビーのグッドデザイン商品の展示

(出展協力 ,大阪デザインセンター)

海外のゆたかな生活用具の展示



一
、
記
念
講
演

鍵
蔭
∞
蔭

企
業
の
Ｃ
Ｉ
戦
略

伽
ケ
ン
ウ
ツ
ド
取
締
役
社
長

石

坂

一
義

氏

デ
ザ
イ
ン
や
損
得
に
無
関
係
な
仕
事
に
３７
年
間
従

事
し
た
後
、
ト
リ
オ

（現
在
の
伸
ケ
ン
ウ
ッ
ド
の
前

社
名
）
に
入
り
ま
し
た
。

ト
リ
オ
に
入
っ
た
当
時
、
オ
ー
デ
ィ
オ
関
係
で
は

山
水
、
パ
イ
オ
ニ
ア
、
＋
リ
オ
が
御
三
家
と
い
わ
れ

ま
し
た
が
、　
一
九
八
〇
年
に
社
長
に
な

っ
た
当
時
に

は
、
累
積
赤
字
が
資
本
金
の
数
倍
と
い
う
惨
た
ん
た

る
状
態
で
あ
り
ま
し
た
。
は
か
ら
ず
も
社
長
に
な
っ

た
私
は

「
３
年
で
再
建
す
る
」
と
宣
言
し
、
社
名
の

ロ
ゴ
を
変
え
る
こ
と
を
始
め
ま
し
た
。

従
来
の
ト
リ
オ
と
い
う
ロ
ゴ
は
ア
メ
リ
カ
で
は
他

社
メ
ー
カ
ー
が
商
標
登
録
し
て
お
り
使
用
で
き
な
い

た
め
、
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。

ト
リ
オ
と
い
う

ロ
ゴ
は
特
徴
が
な
く
、
ま
た
Ｋ
Ｅ
Ｎ

Ｗ
０
０
Ｄ
は
重
い
感
じ
が
し
ま
し
た
。
芸
術
に
関
す

る
デ
リ
ケ
ー
ト
な
音
楽
を
聞
か
せ
る
音
響
機
器
を
取

り
扱
っ
て
い
る
の
に
社
内
で
は
ロ
ゴ
に
関
心
が
薄
い

こ
と
が
不
満
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
ロ
ゴ
の
社
内

開
発
を
命
じ
、
そ
の
作
品
に
つ
い
て
、
各
社
の
Ｃ
Ｉ

を
て
が
け
た
パ
オ
ス
ｍ
の
中
西
社
長
の
批
判
を
仰
ぎ

ま
し
た
。
所
が
、

・
ロ
ゴ
か
ら
出
発
し
て
い
る
か
ら
駄
日
で
あ
る
。

・
何
を
し
た
い
か
を
決
め
た
上
で
ロ
ゴ
を
選
ば
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

な
ど
具
体
的
な
批
判
を
受
け
、
そ
こ
で
中
西
社
長
に

ロ
ゴ
の
作
成
を
依
頼
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
中

西
社
長
は
半
年
を
か
け
、
私
を
始
め
、
各
幹
部
に
ヒ

ヤ
リ
ン
グ
を
し
、
工
場
見
学
や
商
品
を
扱
う
デ
ィ
ー

ラ
ー
に
も
直
接
面
接
し
、
商
品
調
査
を
入
念
に
行
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
４
つ
の
ロ
ゴ
が

提
案
さ
れ
、
そ
の
１
つ
が
現
在
の
ロ
ゴ
で
す
。

ロ
ゴ
を
決
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
か
く
あ
り
た
い

と
い
う
経
常
理
念
を
洗
い
だ
し
、
目
指
す

コ
ン
セ
プ

ト
を
作
り
出
す
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
当
社
の

ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
三
角
形
が
つ
い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
鋭
さ
、
精
神
性
及
び
高
品
質
を
追
及
し
て
い
く
こ

と
を
象
徴
的
に
表
し
て
い
ま
す
。

会
社
の
再
建
は
、　
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
絡
み
合
っ

て
い
る
た
め

一
筋
組
で
は
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
れ
で
簡
単
な
方
法
は
な
い
か
と
考
え
、
「大
掃

除
」
と
云
う
考
え
方
を
再
建
の
切
り
口
に
も
っ
て
来

て
、
累
積
損
を
洗
い
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、

・３
カ
所
に
分
散
し
て
い
た
本
社
部
門
を
１

ヵ
所
に
ま
と
め
、
子
会
社
を
作
り
、
モ
ラ
ル
ア
ッ
プ

を
図
る
等
色
々
の
手
を
つ
く
し
ま
し
た
。

ブ
ラ
ン
ド
に
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｗ
０
０
Ｄ
を
採
用
し
た
理
由

は
、
当
時
の
ト
リ
オ
製
品
は
品
質
が
悪
く
、
イ
メ
ー

ジ
を
損
ね
て
お
り
、
又
ト
リ
オ
と
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｗ
０
０
Ｄ

の
２
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
が
あ
る
こ
と
は
、
何
か
に
つ
け

て
不
都
合
で
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

そ
こ
で
ア
メ
リ
カ
で
使
用
し
て
い

る
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｗ
０
０
Ｄ
を
逆
輸
入
し

て
使
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ト
リ
オ
の
商
品
エ
リ
ア
ヘ
い
き
な

り
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｗ
０
０
Ｄ
を
持

っ
て
く

る
と
ト
リ
オ
の
商
品
が
売
れ
な
く

な
る
の
で
、
ま
ず
カ
ー
オ
ー
デ
イ

オ
の
分
野
か
ら
入
っ
て
い
く
こ
と

に
し
て
、
徐
々
に
ブ
ラ
ン
ド
を
浸

透
さ
せ
て
い
く
方
法
を
取
り
ま
し

KENⅥ OD
ケンウッ ドのロゴ



科
学
技
術
振
興
ブ
ラ
ザ
判
開
催

―
情
報
化
時
代
の
美
的
経
営
戦
略
と
は
―

今
日
の
先
端
技
術
に
お
け
る
目
覚
ま
し
い
技
術
革
新

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
我
が
国
の
工
業
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化
は
大
変
著
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
県
内
企
業
が
機
敏
に
対
応

し
て
い
く
た
め
に
は
、
産

。
学

・
官
連
携
に
よ
る
技

術
開
発
、
高
度
技
術
者
の
育
成
お
よ
び
最
新
技
術
情

報
の
収
集
整
備
等
が
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
産

・
学

・
官
の
交
流
機
会
の

創
出
と
科
学
技
術
の
啓
発

・
普
及
を
図
る
た
め
滋
賀

県
科
学
技
術
振
興
プ
ラ
ザ
を
開
催
し
ま
し
た
。

元
年
は

〃
デ
ザ
イ
ン
イ
ヤ
ー
″
で
も
あ
る
た
め
、

「企
業
活
動
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

仰
ケ
ン
ウ
ッ
ド
社
長
　
石
坂

一
義
氏
を
迎
え
、
Ｃ
Ｉ

戦
略
を
語

っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
グ
ッ
ド
デ
ザ

イ
ン
商
品
の
展
示
な
ど
を
中
心
に
約
二
百
名
の
参
加

を
得
て
、
好
評
の
う
ち
に

一
日
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

平
成
元
年
十０
月
１２
日
　
滋
賀
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
に
て

（見
学
者
約
３
０
０
人
）

目
　
　
　
次

滋
賀
県
工
業
技
術
振
興
協
会
関
係
分

●
科
学
技
術
振
興
プ
ラ
ザ
削
特
集
…
…
…
…
２

●
第
３５
回
科
学
技
術
セ
ミ
ナ
ー
…
…
…
…
…
８

ｏ
異
業
種
交
流
に
よ
る
異
業
種
交
流
で

な
い
製
品
開
発
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
Ｈ

●
技
術
研
修
講
座
紹
介
…
…
…
…
…
…
…
…
１２

※
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
記
事
は

裏
表
紙
か
ら
で
す
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